
「かがわ国際フェスタ２０２３」事業報告 

○開催日時：令和５年 10月９日（月・祝）10：00～16：00 

○開催会場：アイパル香川 

○参加者数：約６,９00人 

○実施概要： 

⑴ 概 括 

29回目を迎える今年の「かがわ国際フェスタ」は、『外国人カラオケ大会』や、アフリカやアジア出身の

JICA（国際協力機構）研修員によるお国自慢・クイズ大会『世界を知ろう、楽しもう！』など多彩なステー

ジイベントに加え、県内の各国際交流団体の積極的な参加を得たことにより、外国人住民を含む多くの

県民の方々の来場がありました。なお、今年は４年ぶりの１日開催となり、飲食ブースも復活しました。 

⑵ 内 容 

◇ステージゾーン（於：交流フロアー） 

▪ オープニングセレモニー 

香川県国際交流協会理事長と香川県国際交流員及び海外技術研修員等外国人による、７言語

での開会宣言が行われました。 

知事あいさつ                                 開会宣言 

        

 

 

 

 

 

 

▪『文化を伝えて人類なかよしプロジェクト』活動発表会 

香川大学附属高松小学校から、これまで行ってきた香川県国際交流員との交流を通じて、

子どもたちが感じたことやその過程で得た気付きの発表がありました。 

 

             活動発表会                                     集合写真                                        

 

 

 

 

 

 

  

 



▪ 『世界を知ろう、楽しもう！』（JICA主催） 

香川・徳島の大学で学ぶパプアニューギニア、フィジー、ジブチ、リベリア出身のJICAの研修員

が、お国自慢とクイズ大会を開催しました。クイズの正解者には民芸品のプレゼントもありました。 

 

                    お国自慢                                       クイズ大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▪ 『外国人カラオケ大会～KAGAWA‘s GOT Talent！？』（香川県国際課主催） 

香川で暮らす外国人が日本の歌に挑戦し素晴らしい歌声を披露しました。７つの国と地

域から 11組 13名の出演がありました。 

 

                       熱唱                                      熱唱 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

▪ クロージングイベント 
プメハナ フラ オリタヒチ スタジオによる華やかなフラダンス・タヒチアンダンスの披露の後、名残

を惜しみつつ閉会しました。 
 

  ダンス                                  閉会宣言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◇展示・体験・交流ゾーン（於：３階会議室等） 

県内の国際交流・国際協力団体の活動紹介、海外からの珍しい雑貨の販売、習字等の日本文化の

体験など、各団体の特徴を活かした出展があり、多くの来場者でにぎわいました。 
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇世界の絵本の読み聞かせ（於：ライブラリー） 

香川県国際交流員がアメリカと中国の絵本の読み聞かせを外国語と日本語で行いました。会場には

たくさんの親子連れが集まり、体を動かしながら読み聞かせを楽しんでいました。 

 

英語                                           中国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇飲食ゾーン等（於：アイパルプラザ・玄関前広場） 

今年度初めてキッチンカー２台も登場し、世界の料理、お菓子や飲み物などを販売。どのブースも大

人気で、売り切れが続出しました。 
 

              玄関前飲食テントブース                          アイパルプラザ飲食ブース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 
 


